
別記様式(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和６年度 第２回登米市文化財保護委員会 

開 催 日 時 
令和６年８月８日(木) 

午後３時10分開会  午後４時20分閉会 

開 催 場 所 津山老人福祉センター ２階 会議室 

議 長 (委 員 長 又 は

会 長) の 氏 名 
後藤悦雄議長 

出席者(委員)の氏名 
佐藤文則副議長、千葉博幸委員、守屋 博委員、佐藤謙一委員、

佐藤貞光委員、笠原信男委員 

欠席者(委員)の氏名 大場勘市委員、工藤輝雄委員、浅野稔委員 

事 務 局 職 員 職 氏 名 
文化財文化振興課長 菊地 武、文化財文化振興課長補佐兼係長

 阿部礼子、主査 二階堂 悟 

議 題 
報告 国登録有形文化財の答申について 

民俗資料目録（養蚕資料）について 

会 議 結 果 

令和６年７月19日に国登録有形文化財登録の答申が出された

件について、民俗資料調査のうち民俗資料目録（養蚕資料）につ

いて報告を行った。 

会 議 経 過 別添のとおり 

会 議 資 料 

第２回登米市文化財保護委員会 

報告 

（１） 国登録有形文化財の答申について 

（２） 民俗資料目録（養蚕資料）について 
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登米市文化財保護委員の会議運営に関する規則第２条第２項の

規定に基づき、議長が会議を主宰した。 

 

―報 告― 

（１）国登録有形文化財の答申について、説明をお願いします。 

 

【資料に基づいて説明】 

 

報告事項について、質問又は確認しておきたいことはあります

か。 

  

 登録はいつごろになるのか。 

 

本年11月以降になる見込み。 

 

今後、国登録有形文化財に登録申請するものはあるのか。 

 

中田町石森の石ノ森章太郎生家の調査を予定している。昭和初

期のおもかげをそのまま残している建物である。 

 

 登録有形文化財に登録ではなく、市指定文化財にすることはで

きないのか。判断基準はなにか。 

 

これまで明治までの建物を指定してきた経緯もあり、昭和時代 

の建物は指定文化財として捉えてこなかった。 

 

５０年が経過した建物は、近代和風建築として指定も考えられ

る。今後検討されたい。 

 

そのほか質問等がなければ、(２)民俗資料目録（養蚕資料）に

ついて説明をお願いします。 

 

【資料に基づいて説明】 

 

今後どのように調査を進めていくのか。 

 

県文化財課の職員と東北歴史博物館の職員が６月20日に現地

調査を行っており、その際、養蚕資料の目録と関係資料を提供し

ている。今後、資料調査の精度を上げ、県の指導を受けながら指

定に向けて進めていきたい。 

 

 糸車も養蚕資料に含めるとのことであったが、その用途が養蚕

でのみで使用されたか確認できるのか。 
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出荷されない繭を利用する際に糸車を使用していたと聞いて

いる。なお確認する。 

 

資料は、年代、工程、特色でまとめて整理した方がいい。 

 

その方向で進める。 

 

そのほか質問がなければこれで終わりたいと思います。 
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